
既存建築を活かす対震改修デザイン
－建築学とデザイン力の融合による社会資産の創出－

社団法人日本建築学会　既存建築を活かす対震改修デザイン特別調査委員会主催　シンポジウム

2010年２月22日（月）１４：００～１７：００
建築会館ホール（東京都港区芝５－２６－２０）

司　　会：角田誠（首都大学東京）
副　司会：山田哲（東京工業大学）
記　　録：藤田香織（東京大学）
主旨説明：松村秀一（東京大学）
主題解説：竹内徹（東京工業大学）
　　　　：竹内昌義（東北芸術工科大学）
　　　　：杉山義孝（日本建築防災協会）
　　　　：馬場正尊（Open A）
　　　　：岡部明子（千葉大学）
討論司会：池田靖史（慶応大学）
まとめ　：田村誠邦（アークブレイン）

参加費　　会員　500円
　　　　会員外1,000円
　　　登録会員　800円

申込方法　E-MailまたはFAXで、催し
物名称、氏名、所属連絡先（住所、メー
ルアドレス、電話・FAX番号）を明記の
うえ、下記宛てお申し込みください。

申込・問合せ
日本建築学会事務局　川田昭

TEL.03-3456-2051,
FAX.03-3456-2058

 E-Mail;kawata@aij.or.jp

　「既存建築を活かす対震改修デザイン特別調査委員会」は2008年4月に社
会ニーズ対応委員会の一委員会として設置され、耐震性能を確保しつつ既存
建築(群)の経済価値・利用価値を効果的に高める総合的な方法について検討
を重ねてきました。2009年8月の仙台で開催された大会では表記のテーマで
研究協議会を開催しそれまでの活動成果を公表いたしました。
　シンポジウムのテーマには“耐震”という用語は含まれていません。耐震性能
の向上は一つの重要な要素でありますが、既存建築の利用価値や社会資産と
しての有効性を高める行為はより複合的かつ総合的であり問題は多岐にわた
っています。このような行為をより円滑に、さらには豊かな創造性を発揮できる
一つの分野にすることこそが重要です。
　今回のシンポジウムでは、この分野の健全な発展の阻害要因や解決方法に
ついてこの分野に実績のある、あるいは研究的な取組みをしてきた方 と々ともに
議論を行い問題意識を共有し今後の方向性を検討することにいたします。


